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より自然なトンボ池っくりのために一トンボ池の功罪、水草にご注意-

苅部治紀(学芸員)

近年、全国各地にトンボ池つくりが広

がっています。県内では各地の学校での

トンボ池つくりも盛んになっています。池

の造成、維持には大変な手聞がかかり、

現在かかわっておられる皆さんのご苦労

は大変なものでしょう。僕もかつて「トンボ

池発祥の地」高知県中村市のトンボ王国

で2年間に渡り日々汗を流していました

から、その苦労はよくわかるつもりです。さ

て、身近な場所から自然が失われている

現在、 トンボ池つくりは歓迎するべきこと

で、あって、きっとトンボ達も喜んで、いるの

ではないかと{業は思っています。もっとも

現状を見ますと、トンボが豊富な本来の

自然環境は相変わらず日々破壊されて

いるのはご存じの通りですし、時としてエ

コ・アップやビオトープとL巧言葉を免罪

符にして開発が行なわれる本末転倒の

状況もありますが、このことは今回の話の

主題からはずれますので置いておきま

しょう。

実は最近神奈川県内で、 トンボ池の造

成"寺に移植された水草に伴って、他地方

から移入したと考えられるトンボが繁殖し

コパネアオイ トト ンボ産卵

ている例が確認されていますので、報告

するとともに読者の皆さんの注意をお願

L、したいと思います。なお、初めにお断り

しておきますが、この話は特定の誰かの

責任を問うためのものではありません。あ

くまで目的は前向きな「今後のより自然な

池つくりjのためのつもりです。事例に出

てくる場所に闘っておられる方は気を悪く

されるかもしれませんが、ご了解下さい。

事例1

横浜市金沢区の小学校の裏庭に作っ

た池。静岡県磐田市の桶ヶ谷沼などから

水草を移植(タヌキモ他)。ベニイトトンボ

が1994年から確認されており、1996年の

調査時には極めて多産していた。その後

もkla読流して発生している。県内をはじめ周
辺に確実な産地もなく、桶ヶ谷沼からの

移入の可能性が高い。

事例2

横浜市保土ヶ谷区の丘陵地の裾野に

広がる公園。1995年の秋から造成工事を

行い、1996年春まで、に水草の植え付けを

行った。クログワイ・ウ

キヤガラ・サンカクイ-ァ

サザ・タヌキモなど17種

4700本を兵庫県東南

部(三田・丹波周辺)か

ら移植。96年秋からコ

ノTネアオイトトンボが発

生。97年秋にも多産。交

尾・産卵も多数見られ

た。現在関東地方でも

栃木県の数ヶ所しか発

生地がないととと、水草

を持ってきた兵庫県東

南部は本種の多産地

であることからも移入と

考えられる。

上記の2例は、たまた

ま神奈川県や近隣に

現在全く生息していな

い種で、あったため移入

が生じたことが明らか

になりましたが、例えば

マルタンヤンマなど県

内でも見られる種だっ
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たら、他地方からの人為的移入があって

もわからないと思われます。ただし、乙れら

の移入例は誰かが意図的にやったことで

はなく、 pず、れも環境を作ってpく過程で

生じた一種の「事故」なのです。

何が問題なのか?

1) rどとの地方のものだろうと、たとえべ
ニイトトンボやコパネアオイトトンボがいて

もいいじゃないか」とpう考えもあるかもし

れません。確かにトンボ池を一種の‘動物

園'として考えれば、別にそ乙にマレーシ

アのミドリカワトンボが飛んで、いてもおか

しくはないで、しよう。しかし、トンボ池はそ

んな‘動物園'ではなく、我々の身近なとこ

ろから失われてしまった水環境を復元し

ていくことが目的だったはず、で、す。だとす

れば現在の地域のファウナを大切にしな

がら、トンボ達が自然に飛来定着してくれ

るのを待つのが筋ではないでしょうか?自

然の回復を目的としていながら、地域の

自然誌の破壊をしていては本末転倒に

なってしまう恐れがあります。

2) また、今回の事例で問題なのは「誰

も知らずに(意図的でなく)やってしまっ

たJ点です。このような意図的でない移入
は、年月が経ってしまえばなせーそこに「県

内にはいないはずの」種が生息している

のか、誰もその経緯を明らかにすることも

で、きなくなるで、しよう。つまり、誰かが注意

深くそのトンボ池のトンボ相を追いかけて

調査していないと、そうしミう事態が生じた

事さえ知らないままになってしまいます。

万一そこから周辺にそのような「インベー

ダーjが増えた場合、それが意図的でな

いだけに無責任な生物相の撹乱をまねく

可能性が高いのです。

3) また、乙れはたまたまそうpう事例に

あたったのかもしれませんが、「よそから

自生の水草を大量に採取・移植してい

た」点も見過ご守せません。都会に自然を呼

び戻す過程で在来の自然を傷つけてい

たのは残念です。ごれも意図的に行なわ

れたのではなく行政からの発注を受けた

業者が集めてきた結果ですが、今後は、ト

ンボ池っくりの立案の時点で考えなくて

はいけない問題だなと思っています。
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4) ところで上記の問題の原因は「専門

家(アドノTイザー)の不在」につきると思い

ます。現在トンボ池事業は、初期の専門家

主導から、市民団体や自治体主導の形な

どに裾野が広がっています。今後もこの

傾向は強まるでしょう。このことは様々な

形でAトンボに関心を持っている一般の方

が増えている事の現れで、すし、多様な考

えの人聞が集まり、力を結集するやりかた

はトンボの専門家も歓迎していることと思

います(当たり前ですが、トンボの専門家

だけが集まっても事はうまく進まないで

しよう)。しかし、今回の例を見ると、たとえ

水草の移植を行うとしてもやり方を考え

れば、他所からのトンボの人為的な移入

は防げた可能性も高く、アドノTイザーがい

ればと悔やまれます。

これからどうすればいいの?

もし、これまでにお話しさせて頂いたこ

とをご理解いただけたなら、このように知

らず知らずに進行している地域のトンボ

相の撹乱を防ぐために、現場で活動され

ている皆さんにお願いしたい乙とは、以下

のことです。

それぞれの地域で、トンボ相撹乱問題

が起きている事のアピールのお手伝いを

して下さい。一般には、まだこのようなファ

ウナの撹乱の例は知られていないでしょ

うしにの冬各地でお話するまでトンボの

専門家もほとんど知りませんでした)、な

にがいったい問題なのかも説明していた

だければと思います。また、積極的に専門

家を使って下さ~ ¥0県立博物館や各地の

市立博物館などの学芸員は、そうしヨうごと

のためにいます。ぜひ、疑問な点はお気

軽におたずね下さい。水草についても同

様です。

さて、言いっぱなしで、は無責任ですか

ら、現場での具体的な解決策を提示した

いと思います。

まず、なるべくなら池は造成した後は自

然の遷移にまかせ、水草の移植は行わな

Lミ(基本):よくモデルとされる水草の多層

構造を持つ「よLミ沼」も最初は無植生から

始まっています。時間をかけて植生の遷

移やトンボの移り変わりを観察するのも、

学校などで年数をかけて追って行けば、

それだけで「植生選移」の実験にもなり理

科の授業の一環としてもおもしろい試み

と思います。

もし、水草の移植をするのであれば

1) 種類の選定を最初によく考える事:

本やパンフに出てくるトンボ池のモデル

は、あくまで理想です。県内で調達可能な

種を使いましょう。沈水植物は、実際には

なかなか生息条件が厳しく、定着は難し

いと思いますが、湧水lこ，恵まれた場所で

したらエビモ・ホザキノフサモ・クロモなど

(lミずれも在来種)がお薦めです。よくモ

デル例に出てくる浮遊植物のタヌキモ類

は、弱酸性の安定した沼にしか生えませ

ん。もともと分布も限られるものですし、都

会のトンボ池に必要な種類とは思えませ

ん。過剰な採取も心配です。浮葉植物で

は、現在県内に残るのはヒシとヒルムシロ

類、ヒメコウホネくらいです。アサザのよう

な国のレッドデータフ、ックにのるような種

類は、必ず出所の確かなもの (lミわゆる

山採りでないもの)を使いましょう。抽水植

物では、ガマ類、マコモ、サンカクイ、オモ

ダカなどがよいでしょう。

2) 水草は基本的にごく近い場所で調

達するようにすること。県内の近い場所の

ものであれば、万一トンボの移入が起っ

てもほとんど問題になりません。他地方の

ものや出所の怪しい物は絶対に避ける。

これが守られればかなり安心です。また、

例えばヒシのような県内での絶滅が心配

されている水草(ご存じかも知れません

が、県内では水草の多くは絶滅してし
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まっていますし、ほとんどの種が絶滅予

備軍です)を移植する事で、その水草の

最低限の県内産の系統保存(悲しい言

葉ですね)の役にもたてるでしょう。トンボ

の誘致と水草の保護を兼ねる一石二鳥も

狙えるかもしれません。なお、この場合もど

ごからpつ持ってきたかの記録と、同じ種

類を複数の地点から持ってこない、など

の気配りは必要です。

3) なるべく水草の種子か殖芽の採取・

散布にする。ごうすれば水草の自生地へ

の影響も少ないで、すし、トンボの移入も防

げます。

4) 沈水植物はよく洗い、できるだけヤ

コ会がくっついてこないよう注意。産卵され

た卵での移入を防ぐには冬期の移植が

よい。生息地からは直接移植を行わず、し

ばらく水槽でキープできればより安心。

5) 抽水植物は、コパネアオイトトンボの

ような組織内卵越冬パターンをとる種の

持ち込みの危険が高いので、で、きるだけさ

ける。もし移植するのであれば1)を守るこ

と。

これまで述べた、トンボの人為的な移

入の問題は、実はトンボの専門家もごく最

近まで注意していないことでした。しか

し、実際にこのような事態が生じたことが

明かになったわけで、すから、今後は水草

の移植にも気を使って、より「自然な池Jを
普及させていきたいものです。


